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　　　　76,057 人（－ 47）
男　　　37,796 人（－ 20）
女　　　38,261 人（－ 27）
世帯数　30,692 世帯（－ 5）
（　）内は前月との比較

人の動き【2018/1/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳

出生　47　   転入 156

死亡　83　   転出 167

2 /1

　1月 7日に、石岡市民会館で成人式典が行われました。今年、石岡市で成人を
迎えたのは 826 人。「生まれ育った地域のために働きたい」、「ひとの気持ちを考
えて行動したい」新成人の意見発表では、それぞれ自分の言葉で、今後の抱負を
語りました。表紙は、成人式典実行委員で司会を務めた川村夏

なつき

輝さんと大枝美
み く

紅
さん。青空の下、艶やかな着物姿を披露してくれました。



▲県の防災ヘリによる吊り上げ救助訓練の様子（12 月 10 日  北小学校）

瓦
会
・
北
小
地
区
で

   

地
域
防
災
訓
練
を
実
施

昨
年
11
月
に
瓦
会
地
区
で
、
12
月
に
北
小
学

区
で
、
地
域
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
で
は
３
年
に
一
度
、
市
全
域
を
対
象
に
総
合
防

災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
実
施
し
た

の
は
、
そ
の
合
間
の
年
に
小
学
校
区
単
位
で
実
施

し
て
い
る
「
地
域
防
災
訓
練
」
で
す
。

■
訓
練
の
想
定

　
「
茨
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
。

地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
０
程
度
、 

石
岡
市
で
は
震
度
６
強
を
記
録
」
と
想
定
し
、
２

地
区
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

\   備えよ常に！ /

防
災
に
対
す
る
意
識
や
訓
練
の

重
要
性
に
つ
い
て
、
市
の
防

災
対
策
課
長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

気
持
ち
の
「
備
え
」
が
大
切

▼｢

震
度
６
以
上
の
地
震
な
ん
て

当
分
来
な
い
さ
」、「
天
災
な
ん
て

こ
れ
か
ら
も
な
い
よ
」
と
考
え
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

災
害
を
楽
観
視
す
る
と
、
い
ざ

と
い
う
時
に
被
害
を
大
き
く
し
て

し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
災
害
を
想
定
し

て
、
万
が
一
に
備
え
る
気
持
ち
が

重
要
で
あ
り
﹁
備
え
よ
常
に
﹂
が

防
災
の
基
本
精
神
で
す
。

順
次
実
施
中
！
地
域
防
災
訓
練

▼
総
合
防
災
訓
練
が
な
い
年
は
、

年
２
地
区
を
目
安
に
地
域
防
災
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

普
段
体
験
で
き
な
い
訓
練
や
、

各
避
難
所
の
施
設
・
設
備
を
確
認

で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、

お
近
く
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
時

に
は
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

三
つ
の
「
助
」

▼
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
も
、

行
政
が
行
う
﹁
公
助
﹂
が
行
き
届

く
に
は
、
ど
う
し
て
も
時
間
が
か

か
り
ま
す
。
こ
の
た
め
﹁
公
助
﹂

に
加
え
、自
分
の
身
を
守
る﹁
自
助
﹂、

家
族
や
地
域
で
助
け
合
う
﹁
共
助
﹂

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
置
か
れ
て

い
る
状
況
や
環
境
は
違
い
ま
す
の

で
、こ
の
機
会
に
、家
族
や
地
域
で
、

集
合
場
所
、
連
絡
方
法
、
役
割
分

担
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
「
マ
イ
防
災
」

を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▲昨年発行の防災
ハンドブックもご
一読ください！ ▲総務部防災対策課の今橋課長

人それぞれ状況
が違います。
「マイ防災」を
考えましょう！

再
確
認
し
よ
う
！
防
災
へ
の
意
識
！

広報いしおか２月１日号　№２９６　　　２　　　　　　　



瓦
会
地
区
で
行
わ
れ
た

地
域
防
災
訓
練
で
は
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
急
病

人
の
搬
送
訓
練
や
、
ペ
ッ
ト

同
行
避
難
の
講
話
な
ど
、
新

し
い
取
り
組
み
も
加
え
て
、

よ
り
実
践
的
な
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
声

「
め
っ
た
に
な
い
機
会
な
の

で
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
地
区
で
の
防
災

力
向
上
や
自
主
防
災
組
織
の

活
動
を
活
性
化
し
て
い
き
た

い
で
す
」

11/19 瓦会地区防災訓練（会場：瓦会小学校・参加者：307 人）

北
小
学
校
区
で
行
わ
れ

た
地
域
防
災
訓
練
で

は
、
県
の
防
災
ヘ
リ
に
よ
る

吊
り
上
げ
救
助
訓
練
や
、
避

難
生
活
疑
似
体
験
、
耐
震
性

貯
水
槽
の
給
水
訓
練
な
ど
、

体
験
型
の
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
の
声

「
地
域
の
人
が
た
く
さ
ん
参

加
し
て
い
て
、
皆
さ
ん
の
防

災
へ
の
関
心
の
高
さ
と
、
日

ご
ろ
の
備
え
の
大
切
さ
を
再

認
識
で
き
ま
し
た
。
ま
た
機

会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
で

す
」

12/10 北小学校区地域防災訓練（会場：北小学校・参加者：274 人）

２ １

３４

1参加者全員で実施した
シェイクアウト訓練の様子
※シェイクアウトとは？
アメリカ発の誰でも簡単に
できる地震防災訓練
2消防と連携して行ったド
クターヘリによる搬送訓練
3散水など地元消防団も訓
練にご協力いただきました
4新たにペットを同行して
避難することを想定した講
話・展示も実施

２ １

３４

1避難生活疑似体験ブース
では寝具やパーテーション
で仕切られた空間を体験
2耐震性貯水槽の使い方や
浄水器の使用方法を体験し
た給水訓練
3参加した地区住民・関係
者によるバケツリレーでの
初期消火訓練
4消防職員の指導により心
臓マッサージ・AED の使用
法を確認した応急手当訓練

大
切
で
す
！

適
切
な
情
報
収
集

▼
大
規
模
災
害
で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

が
寸
断
し
た
場
合
、
テ
レ
ビ
や
携

帯
電
話
か
ら
の
情
報
収
集
が
困
難

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

電
池
の
い
ら
な
い
手
回
し
発
電

ラ
ジ
オ
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
が
あ
る
と
、

い
ざ
と
い
う
時
に

役
立
ち
ま
す
。

「
ぼ
う
さ
い
い
し
お
か
」

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

▼
市
の
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内

容
を
確
認
し
た
い
と
き
は
、
24
時

間
以
内
に
放
送
さ
れ
た
内
容
を
無

料
で
確
認
で
き
ま
す
。

フ
リ
ー
コ
ー
ル
／

　

０
１
２
０
・
９
９
・
６
９
０
７

市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登
録
を

▼
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容
に

加
え
、
警
報
な
ど
の
気
象
情
報
、

避
難
情
報
な
ど
も
配

信
さ
れ
ま
す
。

※
ご
登
録
は
こ
ち
ら
か
ら
▼

問
防
災
対
策
課

　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
　
（
内
線
２
５
６
）　

LED

　　　　　　　３　　　広報いしおか２月１日号　№２９６



毎
年
発
生
す
る
自
然
災
害
や

火
災
な
ど
、
市
民
の
安
全

安
心
を
守
る
た
め
、
消
防
団
は

日
々
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、幅
広
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

再
編
の
理
由

▼
近
年
、
働
き
方
や
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
消
防
団
員
の
置
か
れ
て
い
る

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
進
展
す
る
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
に
対
し
て
も
、
対

応
可
能
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
再
編
に
向
け
様
々
な
検
討
を

重
ね
た
結
果
、
効
率
的
な
体
制
は

保
ち
つ
つ
、
消
防
力
の
充
実
強
化

を
目
指
し
、
八
郷
地
区
消
防
団
を

再
編
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地域を守る！
災害に強い体制づくりを目指し

消防団を

再編統合
☞ 4 月 1日から
　 八郷地区消防団の組織再編
　　　　　　　　を実施します

▲地域を守る消防団（1月 6日消防出初式）

期
待
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

▼
団
員
確
保
の
軽
減
や
、
災
害
時

初
動
体
制
の
強
化
、
指
揮
系
統
の

一
元
化
、
計
画
的
な
施
設
整
備
な

ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

統
合
に
よ
り
、
部
隊
数
は
減
少

し
ま
す
が
、
団
員
の
削
減
は
行
わ

ず
、
出
動
体
制
の
見
直
し
と
施
設

機
能
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
充
実
・

強
化
を
図
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と

同
様
、
地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切

に
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

再
編
の
内
容

▼
現
在
の
八
郷
地
区
消
防
団
の
８

分
団
32
部
体
制
の
「
部
制
」
を
廃

止
し
、
新
た
に
16
分
団
体
制
と
し

ま
す
。
こ
れ
で
市
の
消
防
団
は
全

体
で
26
分
団
制
に
変
わ
り
ま
す
。

再
編
の
期
間

▼
再
編
は
今
年
４
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
部
隊
の
統
合

は
、
地
域
の
実
情
や
地
元
の
理
解

な
ど
を
考
慮
し
、
３
年
間
の
猶
予

期
間
を
も
っ
て
「
平
成
33
年
４
月

１
日
」
の
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

八郷地区消防団の再編統合イメージ

柿岡地区
11分団 4部制

小幡地区
12分団 4部制

葦穂地区
13分団 4部制

小桜地区
18分団 4部制

林地区
17分団 4部制

園部地区
16分団 4部制

瓦会地区
15分団 4部制

恋瀬地区
14分団 4部制

（
現
状
）
８
分
団
32
部
体
制

（
再
編
後
）
16
分
団
体
制

11 分団 12 分団

13 分団 14 分団

15 分団 16 分団

17 分団 18 分団

19 分団 20 分団

21 分団 22 分団

23 分団 24 分団

25 分団 26 分団

問消防本部総務課　☎ 23-0119

広報いしおか２月１日号　№２９６　　　４　　　　　　　



の
す
す
め

申
告

\ 其の１/

☜
今
年
か
ら
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

の
適
用
が
ス
タ
ー
ト

▼
平
成
29
年
分
確
定
申
告
︵
平
成

30
年
度
分
住
民
税
申
告
︶
か
ら
、

医
療
費
控
除
の
特
例
と
し
て
「
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
健
康
診
断
な
ど
を
受

け
て
い
る
人
が
購
入
し
た
一
部
の

医
薬
品
の
費
用
を
課
税
所
得
か
ら

控
除
で
き
る
と
い
う
新
制
度
で
、

申
告
に
よ
り
所
得
税
・
住
民
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

☜
制
度
を
利
用
す
る
に
は
？

▼
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
申
告
す

る
に
は
、
次
の
二
つ
の
条
件
を
満

た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

●
条
件
₁

　

平
成
29
年
中
に
健
康
維
持
の
た

　

め
人
間
ド
ッ
ク
や
イ
ン
フ
ル
エ

　

ン
ザ
予
防
接
種
な
ど
﹁
一
定
の

　

取
り
組
み
﹂
を
し
て
い
る
こ
と

●
条
件
₂

　

平
成
29
年
中
に
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ

　

Ｃ
医
薬
品
を
１
万
２
０
０
０
円

　

以
上
購
入
し
て
い
る
こ
と

※
対
象
と
な
る
取
り
組
み
・
医
薬

　

品
の
詳
細
は
厚
生
労
働
省
・
国

　

税
庁
Ｈ
Ｐ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

■すべての申告に、マイナンバーの記入と認め印が必要です。
　①マイナンバーカード（個人番号カード）
　②通知カードまたはマイナンバー付き住民票と運転免許証など
　　の写真付身分証明書
　※控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者のマイナンバーの確認も必要です。
■所得税が還付される場合は、申告する人の通帳または口座番号の
　分かるものも必要です。
　※その他の必要書類については、広報紙１月 15 日号・市 HP をご覧ください。

▼申告期間と相談時間
２月 16 日㊎～３月 15 日㊍の平日
 ※ 2 月 18・25 日㊐は休日相談実施
 ■午前の部…午前 8 時 45 分～正午
 ■午後の部…午後 1 時～ 5 時 15 分

▼受付時間
午前 7 時 30 分～午後 4 時
※午前の部は約 90 人程度で締め切ります。
　午前中に午後の部の受付も可能です。

問 税務課（市民税担当）☎ 23︲1111

申告会場は石岡市民会館
八郷総合支所の２か所です！

\ 確認 /
CHECK

☜
申
告
時
の
注
意
点

■
従
来
の
医
療
費
控
除
と
併
用
が

　

で
き
ま
せ
ん
。
ど
ち
ら
を
利
用

　

す
る
か
、
申
告
者
本
人
が
選
択

　

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
生
計
を
共
に
す
る
家
族
が
購
入

　

し
た
金
額
も
合
算
で
き
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
「
一
定
の
取

　

り
組
み
」
の
受
診
費
用
は
対
象

　

と
な
り
ま
せ
ん
。

■
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
購

　

入
費
明
細
と
、
一
定
の
取
り
組

　

み
を
受
け
た
こ
と
が
分
か
る
書

　

類
︵
結
果
通
知
書
や
領
収
書
︶

　

が
必
要
で
す
。

■
市
販
医
薬
品
の
全
て
が
ス
イ
ッ

　

チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
で
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。
購
入
し
た
際
の
レ
シ
ー

　

ト
や
領
収
書
の
記
載
を
確
認
し

　

て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

　

ら
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○○ドラッグ
領収書

2017 年○月○日

★□□風邪薬 　￥800
★印はセルフメディ
ケーション対象商品

▼レシート記載例

▲対象医薬品の目安
　となるマーク

▲国税庁ＨＰ

▲厚労省ＨＰ

■次の条件で申告した場合を計算！
・課税される所得額 300 万円
・スイッチＯＴＣ医薬品購入額が 5 万円

12,000 円

38,000 円

下限額の12,000円を引
いた38,000円が課税所
得から控除されます！

■減税額を計算！
　①所得税　3,800 円の減税
　　（控除額 38,000 円×所得税率 10％）
　②住民税　3,800 円の減税
　　（控除額 38,000 円×住民税率 10％）
　①＋②計 7,600 円の減税効果！
　※所得税は課税所得で税率が変わります。

５
万
円

左の①か②を
持ってきてね

計算しよう！セルフメディケー
ション税制の減税イメージ

※控除限度額は 88,000 円
　（購入額で 10 万円）まで

平
成
29
年
分
確
定
申
告
・
平
成
30
年
度
分
住
民
税
申
告
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12
月
８
日
、石
岡
一
高
の
生
徒
が
、大

会
成
績
の
報
告
に
来
庁
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
の
第
72
回
国
民
体
育
大
会
に

出
場
し
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
海
老
澤

花
さ
ん
・
彩
さ
ん
姉
妹
は
、
少
年
女
子
ダ

ブ
ル
ス
で
茨
城
県
勢
初
の
国
体
優
勝
。

　

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
は
、関
信

太
朗
さ
ん
が
、国
体
53
㎏
級
ス
ナ
ッ
チ
で

３
位
入
賞
。ま
た
キ
ャ
プ
テ
ン
の
井
野
拓

真
さ
ん
は
、関
東
高
校
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
競
技
大
会
団
体
戦
で
、チ
ー
ム
を
県

勢
43
年
ぶ
り
の
優
勝
へ
と
導
き
ま
し
た
。

同
部
の
山
口
千
尋
さ
ん
は
、全
国
高
等
学

校
女
子
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選

手
権
大
会
53
㎏
級
で
優
勝
し
ま
し
た
。

石岡一高バドミントン部と
ウエイトリフティング部が好成績！

▲各種大会の好成績を笑顔で報告してくれました

　

11
月
24
日
、
市
内
在
住
の
岡
田
泰
典
さ

ん
が
、
船ふ

な
こ
し
ぎ
ち
ん

越
義
珍
杯
第
14
回
世
界
空
手
道

選
手
権
大
会
の
結
果
報
告
に
市
役
所
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
３
年
に
一
度
開
催
さ
れ

て
い
る
世
界
大
会
で
、
昨
年
８
月
19
・
20

日
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
リ
ム
リ
ッ
ク
大
学

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
さ
ん
は
、
日
本
代
表
と
し
て
個
人

一
般
男
子
組
手
と
団
体
男
子
組
手
に
出

場
。
個
人
は
準
優
勝
、
団
体
は
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
と
の
決
勝
を
制
し
、
見
事
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
世
界
を
相
手
に
堂
々
と
戦

い
、
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
た
岡
田
さ

ん
。
益
々
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

岡田泰典さん 世界空手道選手権
団体男子組手で世界一！

▲メダルを胸に大会結果を報告に来庁してくれた岡田泰典さん
　

全
国
の
理
容
師
・
美
容
師
を
目
指
す
学

生
た
ち
が
技
術
を
競
う
、
第
９
回
全
国
理

容
美
容
学
生
技
術
大
会
、
通
称
「
理
美
容

甲
子
園
」
が
、
昨
年
11
月
21
日
、
東
京
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
の
茨
城
理
容
美
容
専
門
学
校
に
通

う
２
年
生
の
森
田
愛え

り理
さ
ん
は
、
ア
ッ
プ

ス
タ
イ
ル
種
目
で
関
東
大
会
を
１
位
通
過

し
、
全
国
大
会
の
同
種
目
で
、
見
事
、
金

賞
（
全
国
１
位
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
た
め
に
、
土
日
も
返
上
し

て
技
術
を
磨
き
続
け
た
と
い
う
森
田
さ

ん
。「
将
来
は
た
く
さ
ん
の
人
を
喜
ば
せ

る
よ
う
な
美
容
師
に
な
り
た
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

森田愛理さん 理美容甲子園の
アップスタイル種目で金賞！

▲優勝旗と受賞作品をバックに金賞のカップを持つ森田愛理さん

ま ち の 話 題

　

南
小
６
年
生
の
鈴
木
将
太
さ
ん
の「
ク
ッ

シ
ョ
ン
テ
ー
ブ
ル
」
が
、
過
去
最
多
の

１
万
４
８
０
７
点
の
応
募
の
あ
っ
た
第
61

回
県
発
明
工
夫
展
の
知
事
賞
に
輝
き
ま
し

た
。「
車
い
す
を
使
っ
て
過
ご
す
祖
母
の

た
め
に
小
型
で
使
い
や
す
い
テ
ー
ブ
ル
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
た
の
が
、考
え

る
き
っ
か
け
。あ
っ
た
ら
い
い
な
を
形
に

し
て
誰
か
の
役
に
立
て
る
の
は
、と
て
も

嬉
し
い
」と
話
し
ま
す
。

　

石
岡
市
か
ら
は
齋
藤
匠し
ょ
う
き樹
さ
ん
（
南
小

５
年
）
の
「
く
し
・
歯
ブ
ラ
シ
・
カ
ー
ド

置
き
」、
吉
田
す
み
れ
子
さ
ん
（
園
部
小

６
年
）
の
「
テ
ー
プ
ホ
ル
ダ
ー
」
が
優
良

賞
、
南
小
が
団
体
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

アイデアと優しさが形に。
県発明工夫展で 3 人、1 団体が受賞

▲市役所を訪れた鈴木将太さんと齋藤匠樹さん（写真左から）
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昨
年
８
月
、
石

岡
青
年
会
議
所
と

市
の
共
催
で
開
催

し
た
、
市
民
討
議

会
の
検
討
結
果
の

報
告
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
「
ｓ
ｗ

ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
～
キ
ミ

は
こ
の
ま
ち
に
恋

を
す
る
～
」
で
、
公
募
で
集
ま
っ
た
市
内
の
若
者

が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
な
ど
、
身
近
な
も
の

を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
せ
る
か
検
討
し
ま
し
た
。

話
し
合
わ
れ
た
内
容
は
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

11 月 25 日　市民目線のまちづくり
市民討議会 2017 報告会を実施

▲報告会での市民討議会参加者の皆さん

　

市
は
、
大
規
模
災

害
時
の
帰
宅
困
難

者
対
応
の
た
め
、
㈱

マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
吉

野
が
運
営
す
る
「
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
マ
リ

ア
ー
ジ
ュ
」
を
、
災

害
時
一
時
避
難
所

と
し
て
使
用
す
る

協
定
を
同
社
と
締

結
し
ま
し
た
。
同
社
は
、
東
日
本
大
震
災
時
に
帰

宅
困
難
者
の
受
け
入
れ
実
績
が
あ
り
、
防
災
機
能

強
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
協
定
締
結
に
至

り
ま
し
た
。
こ
れ
で
市
が
災
害
時
応
援
協
定
を
締

結
し
た
団
体
は
、
34
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

▲ホテルグランマリアージュ山本真莉子支配人

12 月 18 日　災害時帰宅困難者対応へ
マリアージュ吉野と協定締結

　

石
岡
市
自
衛
隊

家
族
会
は
、
自
衛

隊
茨
城
地
方
協
力

本
部
土
浦
地
域
事

務
所
の
協
力
を
得

て
、
航
空
自
衛
隊

浜
松
基
地
で
研
修

視
察
し
ま
し
た
。

当
日
は
20
名
が
参

加
し
、
当
市
出
身

隊
員
４
名
を
激
励
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
隊
の
装

備
品
や
生
活
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
自
衛
官
の

生
の
声
を
聴
く
、
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

家
族
会
で
は
引
き
続
き
、
優
秀
な
人
材
確
保
の
た

め
、
自
衛
官
募
集
活
動
に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

12 月 7 日　石岡市自衛隊家族会が
当市出身隊員を激励

▲当市出身・宮田氏から説明を受ける参加者

　

市
民
会
館
で

県
・
市
・
県
都
市

計
画
協
会
主
催
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
７
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

筑
波
大
学
の
藤

川
昌
樹
教
授
に
よ

る
基
調
講
演
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、景
観
へ
の

様
々
な
意
見
が
か
わ
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
平
成
29

年
度
茨
城
県
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
顕
彰

事
業
表
彰
式
で
、
石
岡
駅
周
辺
整
備
が
「
ま
ち
づ

く
り
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

11 月 25 日　景観について考える
まちづくりシンポジウムを開催

▲パネルディスカッションの様子

　

仕
事
中
に
意
識

を
失
っ
た
同
僚
の

男
性
に
救
命
処
置

を
行
い
、命
を
救
っ

た
４
人
に
市
長
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

日
本
ナ
シ
ョ
ナ

ル
製
罐
の
安
達
将

孝
さ
ん
、
君
山
和

美
さ
ん
、
上
野
冨
美
江
さ
ん
と
同
社
関
連
会
社
社

員
の
小
林
哲
也
さ
ん
の
４
人
。
協
力
し
て
心
肺
蘇

生
法
や
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
救
命
処
置
を
救
命
隊
の

到
着
ま
で
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
男
性
は
無

事
一
命
を
取
り
留
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

12 月 22 日　救命措置を行い、
男性の命を救った 4 人に感謝状

▲功績をたたえ、感謝状が贈られました

　

昨
年
12
月
、
園

部
中
学
校
で
、
元

読
売
巨
人
軍
の
吉

村
禎
章
氏
に
よ
る

「
野
球（
ス
ポ
ー
ツ
）

が
教
え
て
く
れ
た

こ
と
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
教
育
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
演
で
は
、

ご
自
身
の
現
役
時
代
の
大
怪
我
と
そ
こ
か
ら
の
リ

ハ
ビ
リ
体
験
を
交
え
、
努
力
す
る
こ
と
や
夢
を
持

つ
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
熱
く
語
ら
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
中
学
生
と
保
護
者
は
、
吉
村
氏
の

言
葉
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

▲来期はコーチとして球界復帰するそうです！

12 月 8 日　元読売巨人軍 吉村禎
さだあき

章氏
園部中学校で教育講演
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石
岡
市
に
は
お
よ
そ
１
０
０
０
人
の
外

国
の
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
週
２
回
、

日
本
語
教
室
を
行
っ
て
い
る
国
際
交
流
団

体
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
い
し
お
か
で
は
、
３

年
前
か
ら
地
域
の
外
国
人
と
日
本
人
の
出

会
う
機
会
を
作
る
た
め
「
日
本
語
で
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
会
が
始
ま

り
、
今
年
は
12
月
10
日
、
国
府
地
区
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
団
体
が
実
施
す

る
日
本
語
教
室
に
通
う
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
来

た
グ
エ
ン
コ
ク
デ
ィ
ン
さ
ん
が
日
本
語
で

体
験
発
表
を
し
た
ほ
か
、「
災
害
に
備
え

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
か
ら
で
き
る

「
共
助
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

地域に暮らす外国の人との交流
　日本語で話し合ってみませんか？

▲地元の人に信頼されるように行事にも参加していきたいと話すグエンさん

愛宕古道の復活に汗を流す。鳴滝会の皆さんが古道に看板を設置しました

1これからおよそ２㎞の山道を歩
き看板を設置しようとする鳴滝会
の皆さん23古道の途中、視界が
開けた場所には展望所の看板が立
ちました45ハイカーが迷わない
で鳴滝まで来れるといいなと話し
ながら作業は進みます

　

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
は
、
家
庭
で

余
っ
た
食
料
品
を
、
ま
ち
の
協
力
店
舗
に

持
ち
寄
り
、
困
っ
て
い
る
家
庭
に
配
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

石
岡
青
年
会
議
所
は
、
昨
年
９
月
か
ら

１
か
月
間
、
約
50
の
店
舗
に
協
力
を
呼
び

か
け
、
こ
の
事
業
を
実
施
。
会
議
所
メ
ン

バ
ー
が
店
舗
を
回
り
、
食
品
を
回
収
し
ま

し
た
。
米
、
缶
詰
、
め
ん
類
な
ど
２
５
０

以
上
の
食
品
を
、
市
に
寄
附
し
て
い
た
だ

き
、
現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
し
て
、

申
し
出
に
よ
り
食
料
を
必
要
と
し
て
い
る

世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

石
岡
青
年
会
議
所
の
活
動
に
対
し
、
12

月
19
日
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

石岡青年会議所の
　　フードドライブ事業に感謝状

▲沢山の人たちの温かい気持ちが集まったことに感謝と話すＪＣメンバー

ま ち の 話 題

　鳴滝（瓦谷地区）のある山中には、八郷地区と
岩間をつなぐ古道がありました。使われなくなり
荒れてしまった、この古道を復活させようと鳴滝
会（岡野力会長）では 5年ほど前から少しずつ
整備を始め、11 月 26 日に順路を示す看板を設
置しました。鳴滝会には地元住民のほか八郷地区
に魅せられて東京から通うメンバーもおり、10
年以上前から周辺の清掃や整備に取り組んでいま
す。木でできた温かみのある看板を頼りに、復活
した古道を歩いてみませんか？

21

34

5
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昨
年
12
月
15
日
、
第
４
回

市
議
会
定
例
会
本
会
議
で
石

岡
市
教
育
委
員
会
教
育
長
に

櫻
井
信
氏
を
、
教
育
委
員
会

委
員
に
谷
島
洋
司
氏
を
任
命

す
る
人
事
案
件
の
同
意
を
得

て
、
任
命
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
29
年
12
月
20

日
か
ら
櫻
井
氏
が
３
年
間
、

谷
島
氏
が
４
年
間
で
す
。

　

ま
た
同
会
議
に
お
い
て
、

監
査
委
員
に
南
台
の
出い

で
さ
わ澤
純

夫
氏
を
、
公
平
委
員
会
委
員

に
つ
く
ば
市
の
横
田
由
美
子

氏
を
選
任
す
る
人
事
案
件
の

同
意
を
得
て
、
両
氏
を
そ
れ

ぞ
れ
選
任
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
い
ず
れ
も
、
平
成

29
年
12
月
20
日
か
ら
４
年
間

で
す
。

旭日双光章
前野 榮

（元市議会議員）

瑞宝単光章
金子 弘

（元各種統計調査員）

瑞宝単光章
髙松 邦夫

（元准空尉）

瑞宝双光章
田上 次男

（元市消防司令長）

瑞宝単光章
福島 成幸

（元海上保安官）

瑞宝単光章
佐藤 洋一

（元准空尉）

瑞宝小綬章
井坂 末松

（元美浦養護学校長）

平成 29 年叙勲において、石
岡市からの次の方々が永年の
功績により晴れの栄誉に輝き
ました。
　　　　　（順不同・敬称略）

教
育
委
員
会
委
員
、

監
査
委
員
、
公
平
委
員
会
委
員
が
決
定

教育委員会教育長
櫻井 信

（再任）

教育委員会委員
谷島 洋司
（再任）

■
　
秋
の
叙
勲
　
■

■
　
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
　
■

■
　
高
齢
者
叙
勲
　
■

○ 旭
きょくじつしょう

日 章
　国家または、公共に対し功労のあった
方で、功績の内容に着目し、顕著な功績
を挙げた方に授与されます。

○瑞
ずいほうしょう

宝 章
　国家または、公共に対し功労のあった
方で、公務などに長年にわたり従事し、
成績を挙げた方に授与されます。

叙　勲

公平委員会委員
横田 由美子

（再任）

監査委員
出澤 純夫
（再任）

　　　　　　　９　　　広報いしおか２月１日号　№２９６



募 集 県民交通災害共済で、安心への第一歩
2 月 1 日木 から、平成 30 年度加入受付開始

年会費／大人 900 円・中学生以下 500 円
共済期間／４月１日～翌年３月 31 日（途中加
入の場合、申し込みの翌日から３月 31 日）
見舞金／死亡 100 万円、傷害２～ 30 万円
身障 50 万円
※ 50 万円の身障見舞金は、会員期間中の交通
事故による傷害が原因で、その後１級または２
級の身体障害者となった時に、共済見舞金とは
別に支払われるものです。
申込方法／会費を持参の上、下記４か所の受付

窓口の「県民交通災害共済加入申込書」に記載
をして申し込み。
受付窓口／市役所まちづくり協働課（本館１
階）・支所市民窓口課（支所１階３番窓口）・恋
瀬出張所・園部出張所
対象となる交通事故／
国内の道路上を運行中の自動車・バイク・自転
車等の接触・衝突・転落・転覆などの事故によ
る人の死傷。
※故意や過失による事故。地震・洪水・暴風・
その他の天災によって生じた事故などの場合に
は支払われないことがあります。見舞金の請求
期間は事故の発生した翌日から２年以内です。
　事業所など団体で加入する方法もありますの
で、ご相談ください。

問まちづくり協働課（本庁）
　☎ 23-1111（内線 142）
　市民窓口課（支所）
　☎ 43-1111（内線 1111）

募 集 新庁舎建設工事の現場見学会を開催
参加者募集！

▶建設中の新庁舎を見学してみませんか。近く
で建設現場を見ることができる貴重な機会で
す。見学時には 2 階部分を工事中の予定です。

日時／２月 25 日㊐
　①午後 1 時～ 2 時
　②午後 2 時 30 分～ 3 時 30 分
　③午後 4 時～ 5 時　  ※悪天候の場合は中止
集合場所／市役所 総務・防災館２階 会議室１

対象／市内在住、在勤・在学の小学４年生以上
（小・中学生は保護者同伴）

定員／各回 30 人（定員になり次第締め切り）
申込方法／ 2 月 19 日⺼までに代表者の氏名・
住所・参加人数・電話番号・参加希望時間を記
載の上、窓口、ファックス、郵送、メールなど
で申し込み。
※応募状況により、時間帯を調整することがあ
ります。市役所の駐車場をご利用ください。

問管財課 庁舎建設推進室（本庁）
　 ☎ 23-1111（内線 229）　
　 ℻ 23-1184
　　  kanzai@city.ishioka.lg.jp

詳しくは
ホームページから
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▶妊娠期から子育て期まで切れ目ない支援を
行っている子育て世代包括支援センターでは、
定期的に子育て講座を開催しています。

　今回のテーマは「健やかな妊
娠と女性のからだ」。妊娠だけ
でなく、月経不順や月経困難症
などの女性の健康についてもお
話します。

日時／ 2 月 21 日⺢午前 10 時～ 11 時 30 分
（午前 9 時 45 分受け付け）

場所／石岡保健センター（石岡市杉並 2-1-1）
講師／鬼形 智美助産師
対象／妊娠を希望する女性、そのほか子育て世
代に関わる人
申込方法／ 2 月 16 日金までに電話で申し込み
問子育て世代包括支援センター　☎ 24-1390

講 座 健やかな妊娠と女性のからだ
参加費無料・子育て講座

▶平成 30 年度の広報いしおかの有料広告を募
集します。
募集開始日／ 3 月 15 日㊍午前 9 時
※午前 9 時に受け付け順を決めるくじ引きを
行います。
受付場所／市役所 総務・防災館会議室２
掲載号／ 5 月 1 日号～平成 31 年 4 月 15 日号

（全 24 回）
広告内容／１日号…1 段 4 枠（半段 8 枠）
　　　　　15 日号…1 段 5 枠（半段 10 枠）
※ 1 段・半段どちらでも可。
広告規格・料金（1 号あたり）
1 段【横 174mm ×縦 45mm】20,000 円
半段【横 84mm ×縦 45mm】10,000 円
印刷色／ 1・15 日号ともに 2 色刷り
問秘書広聴課　☎ 23-1111（内線 213）

募 集 広報いしおか有料広告
３月 15 日から平成 30 年度受付開始

お知らせ 第 10 回 国府地区公民館まつり
2 月 24 日�・25 日㊐公民館同好会・公民館講座受講生による展示や発表

▶作品展示は午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分
（最終日は午後３時まで）です。

■ 24 日�の実技発表
 午後 1 時～：清藤会・さくらんぼＧ（舞踊） 
 午後 1 時 30 分～：練功十八法同好会（健身気功）
 午後 2 時～：美しき日本の歌（講座生）
 午後 2 時 30 分～：天毬の会（舞踊）
 午後 3 時～：国府太極拳（太極拳）
■ 25 日㊐の実技発表
 午前 9 時 30 分～：SHO-HEY ＆ SAKURA クラス
　　　　　　　　  （キッズヒップホップダンス）
 午前 10 時～：カンターレひばり（オカリナ）

 午前 10 時 30 分～：ハーモ二カ同好会
 午前 11 時～：ハッピーベル（ミュージックベル）
 午前 11 時 30 分～：石岡ジャズクラブ（演奏） 
 午後 1 時～：大正琴同好会（大正琴） 
 午後 1 時 30 分～：石岡混声合唱団（合唱）
 午後 2 時～：フラガールズ（フラダンス） 
 午後 2 時 30 分～：石岡シニアアンサンブル
　　　　　　　　　　　　　　　　　（吹奏楽）
■スポーツ吹矢・囲碁・将棋実技体験　
 24・25 日 午前 10 時～午後 3 時
■同好会作品（獅子頭・エコクラフト・つた工芸・
木工品など）・バザー  25 日午後 12 時 10 分から

問国府地区公民館　☎ 22-2940

第 10 回記念講演会「石岡の史跡は語る」
▶第 10 回公民館まつりを記念して講演会も
開催します。
日時／２月 24 日�午前 10 時から
講師／千葉 隆司氏（かすみがうら郷土博物
館学芸員）
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市役所への問い合わせ
1石岡市役所　　☎ 23-1111（代表）
2八郷総合支所　☎ 43-1111（代表）
●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）
　☎ 0800-800-7766
●石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/

情報ネットワーク

市内の月間交通事故件数【12/31 現在】
・発生件数…19 件
・死者数…… 0 人
・負傷者数…27人
・物損事故…204 件
※（　）内は前年比
問石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110
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　　　ご存知ですか？
　　　いばらき身障者等用駐車場利用証

▶この利用証は、歩行が困難な障がい者・高
齢者・難病患者および妊産婦の皆さんが、
ショッピングセンターや公共施設などの身障
者等用駐車場に車を止める時に車内に掲示し
ておくものです。公安委員会が発行する「駐
車禁止除外指定車標章」とは異なり、道路の
指定駐車禁止場所には駐車できませんのでご
注意ください。

発行窓口
▶手帳の種類によって窓口が異なります。対象となる等級はお
問い合わせください。
①社会福祉課（本庁）…身体障害者手帳・難病受給者証・精神障
害者保健福祉手帳・療育手帳・小児慢性特定疾病医療受給者証
②高齢福祉課（本庁）…介護保険被保険者証
③石岡・八郷保健センター…母子健康手帳
※この制度自体のお問い合わせは、県保健福祉部 長寿福祉課

（☎ 029-301-3326）まで。

　

け
付
け
）

場
所
／
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

（
つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８
︲
１
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

☎
２
６
・
８
１
４
１

℻
２
６
・
８
１
４
３

茨
城
い
の
ち
の
電
話

　

相
談
員
養
成
講
座
生
募
集

▼
い
の
ち
の
電
話
は
、
自
殺
予
防

　

を
目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

活
動
で
す
。

募
集
期
間
／
２
月
１
日
木
～
５
月

　

７
日
月

応
募
資
格
／
い
の
ち
の
電
話
の
趣

　

旨
に
賛
同
し
、
活
動
に
積
極
的

　

に
参
加
し
て
く
れ
る
23
歳
以
上

募
集
人
数
／
40
人
程
度

研
修
期
間
／
平
成
30
年
６
月
か
ら

　

お
よ
そ
２
年
間

問
茨
城
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

☎
０
２
９
・
８
５
２
・
８
５
０
５

　　　ご存知ですか？
　　　いばらき身障者等用駐車場利用証

お知らせ

　　　　　　　１３　　広報いしおか２月１日号　№２９６

平成 28 年 4 月から変更になりました

広　告　掲　載　欄



情報ネットワーク

市役所への問い合わせ
1石岡市役所　　☎ 23-1111（代表）
2八郷総合支所　☎ 43-1111（代表）
●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）
　☎ 0800-800-7766
●石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/

お詫びと訂正　1 月 1 日号の 9 ページ
のまちの話題の「交通安全協会石岡支部
が茨城県交通安全功労団体表彰を受賞」
の記事で支部長のお名前に誤りがまし
た。正しくは、下河邊賢一さんです。お
詫びして訂正します。問1秘書広聴課

（内線 213）

花
ゆ
る
る
箏koto

　
　
　
　
　

   

コ
ン
サ
ー
ト

▼
箏
の
音
会
に
よ
る
第
19
回
定  

　

期
演
奏
会
で
す
。

日
時
／
２
月
12
日
月
午
後
１
時
30

　

分
開
演
（
午
後
１
時
開
場
）

場
所
／
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

参
加
費
／
無
料

※
石
岡
市
教
育
委
員
会
の
後
援
イ

　

ベ
ン
ト
で
す
。

問
箏
の
音
会 （
桜
井
）

　

☎
４
２
・
３
０
３
５

ひ
ま
わ
り
の
館
講
座

　１
０
０
人
集
ま
れ
！
ひ
ま
わ
り

　★
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
レ
ッ
ス
ン

▼
楽
し
く
体
を
動
か
し
て
、
心
も

　

体
も
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
。
ワ
ン

　

ラ
ン
ク
上
の
自
分
に
な
ろ
う
。

日
時
／
３
月
７
・
14
・
21
・
28
日
水

　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
45
分
、

　

３
月
９
・
16
・
23
日
金

　

午
後
１
時
15
分
～
２
時
30
分

講
師
／
木
村
幸
子

参
加
費
／
無
料

定
員
／
40
人（
定
員
超
過
時
抽
選
）

た
の
し
い
ビ
ー
ズ
教
室

▼
ピ
コ
ッ
ト
の
春
色
ロ
ン
グ
ネ
ッ

ク
レ
ス
を
作
り
ま
す
。

日
時
／
３
月
６
日
火

　

午
前
10
時
～
正
午

講
師
／
宮
内
洋
子

材
料
費
／
２
０
０
０
円

定
員
／
15
人（
定
員
超
過
時
抽
選
）

＊
＊
＊
＊
＊

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里

　
　
　

石
岡
ひ
ま
わ
り
の
館

申
込
期
間
／
２
月
１
日
木
～
９
日

金
（
申
込
時
間
は
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
。
月
曜
休
館
）

問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ

り
の
館　

☎
３
５
・
１
１
２
６

心
身
に
障
が
い
が
あ
る
人
へ

自
動
車
税
減
免
申
請
の

　
　
　
　
　
　

   

出
張
窓
口

▼
県
で
は
、
普
通
自
動
車
税
、
自

　

動
車
取
得
税
の
減
免
を
申
請
に

　

基
づ
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
／
２
月
８
日
木
、
３
月
６
日
火

　

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時

　

～
４
時

場
所
／
石
岡
市
役
所 

社
会
福
祉
課

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
、
精
神

　

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
療
育

　

手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
な
ど
を

　

持
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
使
用

　

す
る
車

※
軽
自
動
車
の
減
免
は
石
岡
市
役

　

所
税
務
課
ま
で
。
減
免
申
請
は

　

年
間
を
通
じ
て
、
県
税
事
務
所

　

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
土
浦
県
税
事
務
所 

収
税
第
一
課

　

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
７
２
０
５

紙
パ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

　
　

    

ご
協
力
く
だ
さ
い
！

▼
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
の
紙
パ
ッ
ク

　

は
、
良
質
な
パ
ル
プ
（
紙
を
つ

　

く
る
た
め
の
原
料
）
か
ら
出
来

　

て
い
る
の
に
「
び
ん
」
や
「
缶
」

　

に
比
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
低

　

い
の
が
現
状
で
す
。
次
の
施
設

　

に
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
を

　

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
リ
サ
イ

　

ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

回
収
施
設
／
石
岡
市
役
所 

生
活

　

環
境
課
、
市
民
会
館
、
中
央
図

　

書
館
、
ひ
ま
わ
り
の
館
、
府
中
・

　

城
南
・
東
・
国
府
地
区
公
民
館
、

　

勤
労
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
旭
台

　

会
館
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
児
童

　

館
、
八
郷
総
合
支
所
正
面
入
口

※
施
設
に
よ
っ
て
休
館
日
は
異
な

　

り
ま
す
。

問
1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
４
）

イ

ベ

ン

ト

講

座

お

知

ら

せ

広報いしおか２月１日号　№２９６　　１４　　　　　　　
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子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
に

   

資
源
ご
み
回
収
の
補
助
金

▼
廃
品
回
収
を
年
２
回
以
上
実
施

　

し
た
場
合
、
市
の
予
算
の
範
囲

　

内
で
回
収
重
量
１
㎏
当
た
り
４

　

円
の
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。
な
お
初
回
申
請
は

　

団
体
の
登
録
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
／

　

①
取
引
業
者
伝
票（
原
本
添
付
）

　

②
団
体
の
代
表
者
印

　

③
団
体
の
金
融
機
関
口
座
番
号

　

が
わ
か
る
も
の
（
通
帳
等
）

※
現
金
払
い
や
個
人
口
座
へ
の
振

　

込
は
原
則
行
い
ま
せ
ん
の
で
事

　

前
に
団
体
口
座
を
開
設
し
て
く

　

だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
２
月
28
日
水

問 

1
生
活
環
境
課（
内
線
１
４
４
）

八
郷
地
区

食
用
廃
油
の
回
収
日

▼
回
収
日
の
前
日
ま
で
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

柿
岡
・
小
幡
・
葦
穂
・
恋
瀬
地
区

日
に
ち
／
２
月
22
日
木　

瓦
会
・
園
部
・
林
・
小
桜
地
区

日
に
ち
／
２
月
23
日
金

問
2
総
務
課
（
内
線
１
３
３
５
）

このマークが表示されていて裏面が
白地の紙パックすべてがリサイクル
の対象です。裏面がアルミで出来て
いるパックやカビや汚れのひどいも
のはリサイクル出来ません。

飲み終えた紙パックは「洗って～開いて
～乾かして」から、お持ちください。八
郷地区は紙パックの日にヒモで十字に束
ね、決められた日に集積所へ出すほか、
八郷総合支所正面入口に回収ボックスを
設置しています。

期間／ 2 月 17 日�～ 3 月 3 日�
場所／中心市街地商店街
常設展示場／まちかど情報センター・まち蔵
藍・みんなのひろば・石岡駅西口 市民伝承館
■イベント日程
御幸通り酒場巡り
▶知らないともったいない！駅前通りのおい
しいお店、開拓してみませんか？
日にち／ 3 月 1 日㊍・2 日金
いしおかひな祭り
▶雛あられの無料配布・振る舞い餅の無料配
布・輪投げ・いしおか雛巡りスタンプラリー
などイベント盛りだくさんです。
日時／ 3 月 3 日�午前 10 時～午後 3 時
場所／石岡ステーションパーク
問石岡商工会議所　☎ 22-4181

　　　　　　　１５　　広報いしおか２月１日号　№２９６

石岡らしい景観を考える

▶看板建築や里山景観など、石岡らしい景観
を生かしたまちづくりを行うため、平成 27
年度から石岡市では筑波大学と共同で調査研
究を行っています。今年度の研究成果の展示
報告会を開催します。

テーマ／石岡地区の歴史的景観
日時／ 2 月 24 日�　①午前 11 時から②午
後 1 時から（展示は午前 10 時～午後 3 時）
場所／旧近清書店（国府三丁目 2-4）

テーマ／八郷地区の里山景観
日時／ 2 月 11 日㊐　①午前 11 時から②午
後 1 時から（展示は午前 10 時～午後 3 時）
場所／朝日里山学校（柴内 630）

問1都市計画課（内線 292）

筑波大学の
景観調査研究報告会

イベント 第 12 回いしおか雛巡り
まち歩きしませんか？

イベント

広　告　掲　載　欄



情報ネットワーク

届出資格／原則として市内の業者（個人
または法人）
給食物資／
１．鶏肉類（鶏肉・鶏卵）
２．豚肉類（豚肉・ハム・ウインナー・ベーコン）
３．豆腐類（豆腐・油揚げ・こんにゃく類）
４．野菜類（生野菜・いも類・果実類）
５．乾物類（小麦粉・スパゲティ・マーガ
リン・ジャムなど）
６．調味料類（油・砂糖・醤油・味噌・塩・ソース）
７．冷凍食品（冷凍食品・冷凍野菜）
８．その他（デザート類・生クリーム・納
豆など）
提出書類
１．給食物資納入指名参加願
２．市税完納証明書など
※法人の場合は法人分のみ。証明書を申請
　する時は、給食物資指名参加願に使用す
　る旨を伝えてください。
３．食品衛生監視票の写し（保健所発行の
　もの）※事前に保健所にご依頼ください。
問石岡学校給食センター（正上内 16-16）
　☎ 22-6286
　八郷学校給食センター（須釜 1300-1）
　☎ 36-5252

石岡・八郷学校給食センター

給食物資の納入事業者を募集

受付期間
２月１日木～ 15 日木

平
成
28
年
度
調
査

「
若
宮
Ⅲ
地
区
」
の
法
定
閲
覧

▼
平
成
28
年
度
に
地
籍
調
査
し
た

　
「
若
宮
Ⅲ
地
区
」
の
法
定
閲
覧

　

を
国
土
調
査
法
に
基
づ
き
実
施

　

し
ま
す
。
地
区
内
の
対
象
者
に

　

は
通
知
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い

　

ま
す
。

期
間
／
２
月
２
日
金
～
10
日
土 

場
所
／
府
中
地
区
公
民
館 

 

閲
覧
時
間
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
２
月
５
日
月
は
休
館
日
の
た
め

　

市
役
所
地
籍
調
査
課
で
閲
覧
を

　

行
い
ま
す
。

期
間
／
２
月
13
日
火
～
21
日
水 

場
所
／
市
役
所 

地
籍
調
査
課

　
（
総
務
・
防
災
館
） 

 

閲
覧
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
15
分 

 

※
２
月
11
日
日
12
日
月
17
日
土
は

　

お
休
み
し
ま
す
。 

 

問
地
籍
調
査
課
（
内
線
４
８
６
） 

 
 

 
 

石
岡
地
区

使
用
済
み
農
業
用

   
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収

▼
回
収
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

　

す
。
回
収
時
に
重
量
を
測
定
し

　

重
さ
に
応
じ
た
負
担
金
が
か
か

　

る
た
め
持
ち
込
み
前
に
洗
浄
と

　

土
砂
振
い
落
し
の
徹
底
を
お
願

　

い
し
ま
す
。

期
間
／
２
月
21
日
水
～
23
日
金

場
所
／
Ｊ
Ａ
新
ひ
た
ち
野
三
村
育
苗

　

セ
ン
タ
ー（
三
村
６
２
９
８
︲
３
）

回
収
費
／
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

　

10
㎏
に
つ
き
２
７
１
円
（
軽
ト

　

ラ
ッ
ク
１
台
（
３
５
０
kg
）
で

　

約
９
５
０
０
円
）・
農
業
用
塩

　

化
ビ
ニ
ー
ル
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台

　

に
つ
き
１
０
０
０
円
・
普
通
ト

　

ラ
ッ
ク
１
台
に
つ
き
２
０
０
０
円

年
間
登
録
料
／
一
律
１
０
０
０
円

申
込
方
法
／
２
月
16
日
金
ま
で
に

　

新
ひ
た
ち
野
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
５
６
・
５
８
０
２
）
ま
で
申

　

し
込
み
。

問
2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
３
）

 

耕
作
放
棄
地
の
再
生
を

　
　

   

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
荒
廃
し
た
農
地
を
再
生
す
る
取

　

り
組
み
に
５
年
間
耕
作
す
る
こ

　

と
を
条
件
に
助
成
し
ま
す
。

　

再
生
経
費
が
10
ａ
あ
た
り
４
万

　

円
以
上
10
万
円
未
満
の
荒
廃
程

　

度
の
場
合
、
３
万
円
／
10
ａ
が

　

助
成
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
再
生
経
費
が
10
ａ
あ
た
り

　

10
万
円
以
上
か
か
る
荒
廃
程
度

　

の
場
合
、
６
万
５
０
０
０
円
／

　

10
ａ
の
助
成
と
な
り
ま
す
。　

　

な
お
補
助
金
活
用
に
は
本
年
度

　

中
の
再
生
作
業
完
了
が
要
件
と

　

な
り
ま
す
。

問
2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
３
）

交
通
事
故
な
ど
で
治
療
を

受
け
る
と
き

▼
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
自
分

　

以
外
）
か
ら
受
け
た
傷
病
の
治

　

療
費
は
、
第
三
者
が
負
担
す
る

　

こ
と
が
原
則
で
す
。
国
民
健
康

　

保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

の
保
険
証
を
使
用
し
て
治
療
を

　

受
け
る
場
合
は
「
第
三
者
行
為

　

に
よ
る
被
害
届
」
の
提
出
が
必

　

要
で
す
。

問
1
保
険
年
金
課
（
内
線
１
４
５
）

空
家
等
を
適
正
に

　
　
　

   

管
理
し
ま
し
ょ
う

▼
空
家
等
の
適

　

切
な
管
理
は

　

所
有
者
の
責
務

　

で
す
。

　

空
家
等
を
危

　

険
な
状
態
で
放
置
し
た
結
果
、

　

建
物
が
倒
壊
し
た
り
、
強
風
で

　

建
物
の
一
部
が
飛
散
す
る
な
ど

　

し
て
他
人
に
被
害
を
与
え
た
場

　

合
、
空
家
等
の
所
有
者
（
相
続

　

人
な
ど
建
物
を
管
理
す
べ
き
人

　

を
含
む
）
に
賠
償
責
任
を
問
わ

　

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

空
家
等
を
所
有
し
て
い
る
人
は

　

定
期
的
に
様
子
を
見
る
な
ど
状

　

況
を
確
認
し
、
周
囲
に
悪
影
響

　

を
及
ぼ
し
た
り
危
険
な
状
態
に

　

あ
る
場
合
は
、
早
急
に
修
繕
や

　

改
修
、
撤
去
な
ど
適
切
な
対
応

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
空
家
等
敷
地
内
の
樹
木

　

や
雑
草
の
除
去
、
害
虫
駆
除
の

　

維
持
管
理
に
努
め
、
近
隣
の
住

　

民
に
不
安
を
与
え
た
り
迷
惑
を

　

か
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
空
家

　

等
の
適
正
な
管
理
に
ご
理
解
と

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
６
）

お

知

ら

せ
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人材募集！
学校で働いてみませんか？

市役所で働いてみませんか？（臨時職員登録制度）

申込方法／２月 16 日金までに履歴書を持参の
上、本人が窓口または郵送で提出。通勤距離 2㎞
以上で別途通勤手当あり。学校の都合で勤務時間
の変更あり。
※ティームティーチング非常勤講師のみ、指定の
志願書・教育免状の写し、身体検査書、誓書など
が必要です。             
問12／2教育総務課（内線 1259）
　 34／2指導室（内線 1264）
　 5／石岡学校給食センター☎ 22-6286
            八郷学校給食センター☎ 36-5252

1学校図書館司書

2学校校務員

5学校給食受入員

資格／司書または司書教諭の資格を持っている人
募集人員／ 13 人程度
内容／学校図書館の設備・運営、読書指導等
勤務条件／週５日（月～金）１日４時間、年間
205 日以内
勤務校／２校兼務または１校専任　
報酬／時給 880 円

資格／健康な人
募集人員／ 19 人程度
内容／来客対応、事務補助、環境整備、給食業務

（搬入・搬出）など
勤務条件／週５日（月～金）１日 5.5 時間、年間
205 日以内
報酬／時給 830 円（厚生年金保険、健康保険加入）

資格／健康な人
募集人員／ 21 人
内容／給食業務（配送品の搬入・搬出、受入室の
清掃など）
勤務条件／週５日（月～金）１日４時間、年間
196 日以内
報酬／時給 830 円

3介助員
資格／職務内容を理解し健康で熱意のある人
募集人員／ 45 人程度
内容／障がい等のある児童・生徒の支援
勤務条件／週５日（月～金）１日 5 時間、年間
200 日以内
報酬／時給 900 円（看護師免許を有する者は時
給 1,000 円）

4ティーム・ティーチング非常勤講師
資格／小学校教諭普通免許状を有し職務に必要な
熱意と見識を持っている人
募集人員／ 10 人程度
内容／複式学級の教科指導等
勤務条件／週５日（月～金）１日 5 時間、年間
175 日以内
報酬／時給 1,750 円（厚生年金保険、健康保険加入）

時職員登録制度とは、登録者の中から条件
に合う方を選考し採用する制度です。

　業務状況に応じて、随時、書類審査を行い、面
接により採用を決定します。
※登録期間内に必ず採用されるとは限りません。
書類審査のみで面接に至らなかった場合は、ご連
絡しませんので、ご了承ください。

賃金／一般事務補助・単純労務…時給 830 円
　　　保育士…クラス担任 時給 1,100 円
　　　　　　　それ以外 時給 1,050 円
勤務時間／ 7 時間 45 分以内（1 日）
提出書類／市指定の履歴書（６か月以内に撮影し
た顔写真を貼付）・申立書・障がいのある人は身
体障害者手帳の写し
※採用時までに資格証明書・健康診断書等を提出
してもらう場合があります。
登録方法／上記書類を総務課へ持参または郵送
登録期間／受付日から 1 年間 
雇用期間／同一年度内で６か月以内（更新により

臨 最長 12 か月以内）

【障がいのある人の登録要件】
　登録は一般事務補助のみです。
(1) 平成 30 年４月１日現在で満年齢 18 歳以上
(2) 身体障害者手帳の交付を受けている人
(3) 自力で通勤ができ、かつ介助者なしで職務遂
行が可能な人
(4) パソコンの基本的な操作ができる人

※履歴書、申立書は総務課にあります。また市の
ホームページからもダウンロードできます。
問1総務課（内線 252）

勤務期間／ 4 月から平成 31 年 3 月まで
面接予定／ 3 月上旬

　　　　　　　１７　　広報いしおか２月１日号　№２９６
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１
月
７
日
（
日
）

未
来
へ
の
眼
差
し
（
そ
の
１
）

　

田
島
地
区
の
新
年
会
が
始
ま
る

ま
で
の
間
、
控
え
の
和
室
で
元
役

員
さ
ん
た
ち
と
し
ば
し
談
笑
の
時

間
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
う
ち
の
地
区
も
、
若
い
人
た

ち
が
頑
張
っ
て
く
れ
る
か
ら
、
総

会
の
顔
ぶ
れ
が
若
い
で
し
ょ
う
」

そ
う
語
る
元
区
長
さ
ん
は
70
代
半

ば
で
、
お
寺
の
檀
家
の
役
員
を
務

め
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
公
民
館
を
造
っ
た
の
が

20
年
前
だ
か
ら
、
我
々
が
50
代
の

時
か
。
早
い
も
ん
だ
ね
」
も
う
一

人
の
役
員
さ
ん
が
感
慨
深
げ
に
言

い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
偶
然
に
も
、
そ
の
頃

に
生
ま
れ
た
８
２
６
名
の
新
成
人

が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
成
人

式
で
し
た
。
少
子
化
の
波
は
こ
の

数
字
か
ら
も
読
み
取
れ
、
20
年
前

は
１
５
０
０
人
弱
で
す
か
ら
、
現

在
は
半
分
弱
、
20
年
後
は
５
０
０

人
を
割
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
方
で

高
齢
化
率
は
３
割
を
超
え
、
１
０
０

歳
以
上
の
高
齢
者
は
66
人
で
、
県

内
で
は
水
戸
、
日
立
、
つ
く
ば
の

各
市
に
つ
い
で
４
番
目
の
長
寿
の

ま
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。
90
歳
以

上
は
平
成
元
年
に
は
約
１
３
０
人

で
し
た
が
、
現
在
は
10
倍
以
上
の

１
５
０
０
人
、
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
２
０
４
２
年
に
は
ど

こ
ま
で
増
え
る
か
⁝
。

　

高
齢
化
は
長
生
き
社
会
の
実
現

で
す
か
ら
お
め
で
た
い
こ
と
で
す

が
、
現
実
に
は
そ
の
質
が
問
わ
れ

ま
す
。
一
般
的
に
は
、
介
護
を
必

要
と
し
な
い
健
康
な
状
態
で
生
き

ら
れ
る
年
月
を
健
康
寿
命
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
茨
城
県
民
は
こ
の
健

康
寿
命
が
全
国
で
も
長
く
、
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
な
ど
の
取
り

組
み
が
効
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

健
康
寿
命
を
延
ば
す
秘
訣
は
、

何
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
に
は
脚
を

常
に
使
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の

た
め
に
は
、
散
歩
を
日
課
と
し
、

買
い
物
や
日
常
の
移
動
に
自
転
車

を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
え
、
お
年
寄
り
に
自
転
車
は
、

坂
道
や
安
全
面
な
ど
で
問
題
が
あ

る
の
で
は
？
」

　

そ
れ
に
つ
い
て
は
最
後
に
触
れ

る
と
し
て
、
長
生
き
の
秘
訣
の
二

つ
目
は
、
地
域
で
の
役
割
を
持
つ

こ
と
だ
そ
う
で
、
そ
こ
か
ら
生
き

甲
斐
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
三

つ
目
は
、
い
つ
も
笑
っ
て
快
食
快

眠
で
す
。
こ
れ
を
わ
か
り
や
す
く

一
言
で
表
現
す
る
と
、「
テ
ク
テ

ク
、
ワ
ク
ワ
ク
、
ニ
コ
ニ
コ
、
パ

ク
パ
ク
、
ス
ヤ
ス
ヤ
」
で
す
。

　

さ
て
、
自
転
車
で
す
が
、
１
年

ほ
ど
前
に
自
転
車
活
用
推
進
法
と

い
う
法
律
が
で
き
て
、
そ
の
役
割

が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
専
用
コ
ー

ス
、
貸
出
サ
イ
ク
ル
、
公
共
交
通

と
の
連
携
、
災
害
時
の
有
効
活
用

な
ど
総
合
的
な
施
策
を
実
施
し
ま

す
。
石
岡
市
で
も
自
転
車
で
走
り

や
す
い
環
境
を
徐
々
に
整
え
て
い

く
た
め
、
自
転
車
活
用
推
進
計
画

の
策
定
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

の
登
場
で
す
。
自
転
車
評
論
家
で

有
名
な
疋ひ

き
だ田

智
さ
と
し

氏
が
「
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
は
、
こ
こ
20
年
で

革
命
的
な
進
化
を
遂
げ
た
」
と
驚

き
、
さ
ら
に
「
こ
の
先
に
は
自
転

車
の
未
来
が
あ
る
」
と
ま
で
述
べ

て
い
ま
す
。

　

加
え
て
少
子
化
や
高
齢
化
対
策

の
カ
ギ
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

こ
の
続
き
は
、
次
号
で
触
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。文　

今
泉
文
彦

とき／ 12 月 26 日　　参加者／ 11 人
皆さんから出された意見
・八郷地区の果物や米はおいしいと評判
である。試食をしてもらう機会を増やし、
実際に味わってほしい。
・果樹園であれば果物だけではなく、ジャムなどの加工品にしたり、
スイーツとして販売するなどの工夫も必要だと思う。
・少量での販売（米であれば１～３㎏）は効果的ではないか。
・人が集まるイベントをチャンスと捉え、積極的に市のＰＲ活動をし
て欲しい。
・若い人が住みやすいまちづくりとして、就職先の充実、中学生まで
の医療費無償化、空家の貸し出し等に取り組んでみてはどうか。
・県内３市１村で実施している「ヘルプカード」を導入してはどうか。
（ヘルプカードとは、支援を要する障がい者が携帯し、緊急・災害時
に周りの人に手助けをお願いしやすくするための情報を伝えるもの）

・八郷地区の果物や米はおいしいと評判

・果樹園であれば果物だけではなく、ジャムなどの加工品にしたり、

\ 市長と話そう /

タウン
ミーティング
タウンミーティングとは、
市長自らが地域や団体の皆
さんのもとに出向き、より
良いまちづくりのためにお
話を伺う制度です。

■申し込み・問い合わせ
　秘書広聴課
　☎ 23-1111（内線 212）

テーマ「いしおか　再発見」について話しました

団体　ひまわり会の皆さん

市長日記

市
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記
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い
し
お
か
雛
巡
り

期
間
／
２
月
17
日
土
～
３
月
３
日
土

「
歴
史
絵
巻
情
景
飾
り
」

▼
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
１
０
０
０
体

の
お
雛
様
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
、

圧
巻
の
歴
史
絵
巻
で
す
。

※
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
の
み

　

２
月
11
日
日
～
３
月
７
日
水
開
催

▼
一
緒
に
お
雛
様
を
飾
っ
て
く
れ

る
人
や
お
客
さ
ん
の
お
も
て
な

し
、
案
内
に
協
力
し
て
く
れ
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
学
生
、
主

婦
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

「
ま
ち
歩
き

　

　プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
in
石
岡

▼
雛
巡
り
の
商
店
街
を
歩
き
な
が

ら
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
ず
、
す
で

に
存
在
し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

発
見
し
、
理
解
す
る
こ
と
で
子
ど

も
た
ち
の
論
理
的
な
思
考
を
育
み

ま
す
。

日
時
／
２
月
24
日
土

　

午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

集
合
場
所
／
み
ん
な
の
広
場

対
象
／
小
学
生（
親
子
参
加
歓
迎
）

参
加
費
／
無
料

主
催
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
教
育
支
援
ネ
ッ
ト

　

ワ
ー
ク　

Ｔ-

Ｋ
Ｎ
Ｉ
Ｔ

サ
ン
ド
市

▼
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
周
辺

　

で
17
日
土
開
催
！
参
加
者
募
集

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

▼
新
鮮
野
菜
や
手
作
り
品
の
販
売

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日
（
今
月

　

は
７
日
）
午
前
10
時
か
ら

２
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

心
と
体
の
健
康
相
談

・
毎
週
水
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
１
時

※
い
し
お
か
雛
巡
り
の
た
め
、
お

　

休
み
や
日
時
、
場
所
な
ど
の
変

　

更
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

　

昨
年
12
月
23
日
、
朝
日
里

山
学
校
の
一
室
に
て
サ
ー
ド

プ
レ
イ
ス
「
ウ
リ
ボ
ー
」
の

プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
地
域
の
方
々
を
中
心
に

60
人
近
く
の
お
客
様
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス「
ウ

リ
ボ
ー
」
は
、
誰
も
が
気
軽

に
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
、

地
域
に
開
か
れ
た
場
所
と
し

て
朝
日
里
山
学
校
の
校
舎
内

に
計
画
さ
れ
た
も
の
。
絵
本

を
は
じ
め
と
す
る
４
０
０

冊
以
上
の
本
が
置
か
れ
て
お

り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
も

ら
う
の
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

　

プ
レ
オ
ー
プ
ン
当
日
は
、

近
所
の
ご
家
族
か
ら
、
少
し

離
れ
た
場
所
に
住
ま
わ
れ
て

い
る
お
年
寄
り
の
方
ま
で
、

様
々
な
方
が
思
い
思
い
の
時

間
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
の

お
客
様
か
ら
は
、「
子
ど
も
を

連
れ
て
、
図
書
館
に
行
く
の

は
少
し
気
が
引
け
る
。
こ
の

よ
う
な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と

助
か
る
」
と
の
ご
感
想
も
い

た
だ
き
、地
域
に
お
け
る「
ウ

リ
ボ
ー
」
の
役
割
を
考
え
る

上
で
、
と
て
も
参
考
に
な
る

視
点
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

１
月
21
日
か
ら
週
４
日
程

度
営
業
を
開
始
し
て
い
ま

す
。「
ウ
リ
ボ
ー
」の
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
し
て
イ
ベ
ン
ト
を

主
催
し
た
り
、
石
岡
の
様
々

な
魅
力
を
発
信
す
る
ア
ン
テ

ナ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
役
割

も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ゆ
っ

く
り
し
に
い
ら
し
て
く
だ
さ

い
。

まちかど情報センターニュース

まちかど情報センターとは？
　NPO 法人まちづくり市民会議
が運営している中心市街地にある
施設です。まちづくり市民会議は、
市民参加型のまちづくりを目指す
NPO で、子どもたちによる手づ
くりのお化け屋敷、商店街でのハ
ロウィンパレード、石岡の歴史を
テーマにした雛飾りなど、子ども
から大人まで、まちを楽しむ仕掛

けをきっかけをつくっています。
　本センターは、石岡駅西口から
徒歩 10 分。センター前に専用駐
車場（5 台程度）、土橋通りに臨
時駐車場があります。
問まちかど情報センター
☎ 27-5171
開館時間／午前 10 時～午後 8 時
休館日／木曜日

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

▲去年の情景飾り

\地域おこし協力隊の活動報告 Vol.3/ サードプレイス「ウリボー」オープン！

ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
ル
ネ
ッ
散
歩
」
石
岡
再
発
見

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

▲本を片手に、ゆっくりと過ごせます

・パソコン教室
・折り紙教室
・ちりめん小物

はお休みです

◀「ウリボー」
　 の 詳 細 は　
　こちらから

〈プロフィール〉
地域おこし協力隊
井上 岳

がく

（観光交流担当）
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スポーツ情報

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
茨
城
県
大
会

９
月
13
日
・

　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

男
性
10
ｍ
の
部

優
勝
／
沼
尻 

聡
明

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

茨
城
県
西
地
区
大
会

10
月
６
日
・
城
南
地
区
公
民
館

女
子
10
ｍ
の
部

優
勝
／
髙
野 
好
美

石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本
部
長
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会

11
月
18
日
・

　

石
岡
運
動
公
園
多
目
的
広
場

小
学
６
年
生
の
部

優
勝
／
Ｆ
Ｃ
石
岡

月
例
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
23
日
・

　

鹿
の
子
健
康
広
場

優
勝
／
城
南
チ
ー
ム

第
31
回

茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

石
岡
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
大
会

11
月
26
日
・
石
岡
運
動
公
園

　

陸
上
競
技
場
周
回
コ
ー
ス

個
人
競
争

小
学
１
・
２
年
生
の
部

優
勝
／
加
藤 

颯
馬

　
　
　
（
東
成
井
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
）

駅
伝
競
走

小
学
３
・
４
年
生
男
子
の
部

優
勝
／
石
岡
ド
ル
フ
ィ
ン
ク
ラ
ブ

小
学
３
・
４
年
生
女
子
の
部

優
勝
／
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

小
学
５
・
６
年
生
男
子
の
部

優
勝
／
東
成
井
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
・
Ａ

小
学
５
・
６
年
生
女
子
の
部

優
勝
／
東
成
井
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス

第
18
回石

岡
市
親
善
武
道
大
会

12
月
３
日
・
石
岡
運
動
公
園
体
育
館
、

　

石
岡
商
業
高
等
学
校
弓
道
場

弓
道
の
部　

団
体
戦
優
勝
／
石
岡
二
高
Ａ

個
人
戦　

高
校
女
子
の
部

優
勝
／
生
田
目 

琉
美

高
校
男
子
の
部

優
勝
／
高
木 

健
汰

一
般
の
部

優
勝
／
吉
田 

智

空
手
の
部

幼
年
男
女　

混
合
の
部

優
勝
／
豊
崎 

琉
生

男
子
の
部

小
学
１
年
優
勝
／
小
綿 

柚
希

小
学
２
年
優
勝
／
澤
畑 

壮

小
学
３
年
優
勝
／
関 

聖
音

小
学
４
年
優
勝
／
新
井 

陽
翔

小
学
５
年
優
勝
／
黒
沢 

颯
馬

小
学
６
年
優
勝
／
稲
村 

慶
吾

中
学
１
、２
年
優
勝
／
佐
野 

十
磨

女
子
の
部

小
学
１
、２
年
優
勝
／
吉
原 

美
空

小
学
３
、４
年
優
勝
／
菅
野 

優
良

小
学
５
、６
年
優
勝
／
甲 

花
乃
音

中
学
１
、２
年
優
勝
／
齋
藤 

奏
海

剣
道
の
部

小
学
生
の
部

優
勝
／
林
少
年
剣
道
教
室
Ａ

中
学
女
子
の
部

優
勝
／
八
郷
中
学
校
Ａ

中
学
男
子
の
部

優
勝
／
八
郷
中
学
校
Ａ

柔
道
の
部

個
人
戦

小
学
１
年
優
勝
／
細
谷 

風
斗

小
学
２
年
優
勝
／
富
田 

菜
稚

小
学
３
年
優
勝
／
小
貫 

真
聖

小
学
４
年
優
勝
／
中
嶋 

洸
希

小
学
５
年
優
勝
／
菅
野 

翔
太

小
学
６
年
優
勝
／
小
貫 

真
滉

小
学
５
、６
年
女
子

優
勝
／
小
松
崎 

亜
弥

中
学
１
年
男
子
の
部

60
㎏
以
下
優
勝
／
小
林 

凌
大

60
㎏
以
上
優
勝
／
広
原 

魁

中
学
２
年
男
子
の
部

60
㎏
以
下
優
勝
／
塚
田 

健
介

60
㎏
以
上
優
勝
／
上
床 

和
也

中
学
女
子
の
部

優
勝
／
髙
倉 

ひ
か
り

一
般
の
部

優
勝
／
内
田 

一
希

団
体
戦

小
学
生
の
部

優
勝
／
羽
鳥
少
年
柔
道

中
学
男
子
の
部

優
勝
／
府
中
中
学
校

中
学
女
子
の
部

優
勝
／
美
野
里
中
学
校

爽
や
か
な
風
を
切
る

秋
季
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

11
月
11
日
に
行
わ
れ
た
秋
季
市

民
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
当
日
は
17
人

の
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

市
民
会
館
を
出
発
し
、
恋
瀬
川

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
を
通
り
、

茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
目
指

し
ま
す
。
途
中
、
果
樹
園
で
く
だ

も
の
狩
り
を
し
、
柿
や
り
ん
ご
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

目
的
地
の
茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
で
昼
食
を
と
り
、
園
内
を

自
由
に
散
策
し
ま
し
た
。
晴
天
に

恵
ま
れ
、
と
て
も
爽
や
か
な
サ
イ

ク
リ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

▲４部門、380 人が参加しました

結　

果

▲かすみがうら市スポーツ少年団
と共同で開催しました
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こころと
いのちの電話相談

　こころの悩み事などに専門の
相談員が電話で相談に応じま
す。秘密は厳守されます。ぜひ
ご利用ください。

日時／毎月第２火曜日
　午前９時～正午
　午後１時～４時
電話番号／ 43-6655
　（八郷保健センター内）

お試しください
こころの体温計

　「こころの体温計」は携帯電
話やパソコンを利用して、気
軽にストレスや落ち込み度を
チェックできるシステムです。
自分だけでなく、大切な人の心
の健康を守るためにぜひご利用
ください。
パソコンはこちらから
https :// f i shbowl index . jp/
ishioka/

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

を
受
け
て
い
な
い
人
へ

「
個
別
検
診
（
子
宮
が
ん
・
乳
が

ん
）」
は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で

受
診
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

※
乳
が
ん
検
診
の
希
望
者
は
各
医

　

療
機
関
で
予
約
後
、
保
健
セ
ン

　

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

発
行
期
限
／
２
月
28
日
水

有
効
期
間
／
２
月
28
日
水

※
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

み
ん
な
の
が
ん
相
談
室

　

が
ん
治
療
や
副
作
用
に
つ
い
て

知
り
た
い
、
治
療
中
だ
け
ど
働
き

た
い
な
ど
、
が
ん
に
関
す
る
様
々

な
相
談
に
専
門
の
相
談
員
が
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

電
話
番
号
／

　

０
２
９
・
２
２
２
・
１
２
１
９

受
付
時
間
／
月
曜
～
金
曜

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
祝
日
を
除
く

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
の
ご
利
用
は
お
早
め
に

６
月
上
旬
に
「
無
料
検
診
の
お

知
ら
せ
」
を
対
象
者
に
郵
送
し
ま

し
た
。
ク
ー
ポ
ン
に
よ
り
、
が
ん

検
診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
／
今
年
度
（
平
成
29
年
４
月

　

～
平
成
30
年
３
月
）
に
21
歳
、

　

41
歳
を
迎
え
る
女
性

有
効
期
限
／
２
月
28
日
水

　

受
診
で
き
る
検
診
の
種
類
は
次

の
通
り
で
す

21
歳
女
性 

子
宮
頸
が
ん
検
診

41
歳
女
性 

乳
が
ん
検
診

献
血
実
施
日
変
更
の
お
知
ら
せ

　
「
広
報
い
し
お
か
１
月
15
日
号
」

で
掲
載
し
ま
し
た
、
石
岡
市
医
師

会
病
院
で
実
施
予
定
の
献
血
は
急

遽
２
月
15
日
か
ら
１
月
23
日
に
日

程
が
変
更
に
な
り
、
終
了
し
ま
し

た
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
１
３
８
６

　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
３
・
６
６
５
５

健康ガイド

支援制度や親子向け
イベントなど
お役立ち情報満載！

パパママ応援
ポータルサイト

相　

談

子
育
て
の
お
悩
み
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
は
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し

て
い
ま
す
。
保
健
師
・
助
産
師
・

保
育
士
が
子
育
て
に
関
す
る
様
々

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

専
用
の
相
談
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
連
れ
で
も

ゆ
っ
く
り
相
談
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

場
所
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
内

電
話
番
号
／
２
４
・
１
３
９
０

1 年に 1回は
検診を受けよう！
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こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？

▼
図
書
館
で
借
り
た
本
、
間
違
っ

　

て
破
い
ち
ゃ
っ
た
！
こ
ん
な
と

　

き
ど
う
す
る
？

家
に
セ
ロ
ハ
ン

テ
ー
プ
は
あ
る

け
ど
・
・
・
直
す
？
直
さ
な
い
？

答
え
は
・
・
・

「
そ
の
ま
ま
」
図
書
館
ま
で

持
っ
て
い
く
！

　　

図
書
の
破
れ
は
図
書
館
職
員
が

修
理
し
ま
す
。
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ

で
修
理
を
す
る
と
、
テ
ー
プ
の
糊

が
剥は

が
れ
た
り
色
が
変
わ
っ
た
り

し
て
、本
が
傷
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

大
体
は
修
理
で
き
ま
す
が
、
状

態
に
よ
り
破
損
届
が
必
要
と
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

護身地蔵にまつわる話
シリーズ 145
文化振興課　

☎ 43-1111（内線 1324）

　

国
府
五
丁
目
地
内
に
あ
る
護
身

地
蔵
は
、
野
菜
の
く
ず
な
ど
ゴ
ミ

を
詰
め
た
も
の
を
奉
納
す
る
と
い

う
、珍
し
い
習
わ
し
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
護
身
地
蔵
に
は
次
の
よ
う

な
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

 

昔
、
一
人
の
武
士
が
追
手
か
ら

逃
げ
て
こ
の
地
蔵
尊
ま
で
や
っ
て

き
ま
し
た
。
追
手
が
迫
り
、
武
士

が
こ
れ
ま
で
か
と
思
う
と
、
突
風

が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

舞
い
上
が
っ
た
砂
で
追
手
が
た

じ
ろ
ん
で
い
る
と
、
武
士
の
側そ

ば
に

よ
し
か
た
て
（
稲
の
籾
と
ご
み
を

選
別
す
る
作
業
）
を
し
て
い
る
老

婆
が
現
れ
ま
し
た
。
老
婆
は
「
そ

こ
の
ご
み
の
中
に
隠
れ
ろ
」
と
言

い
、
武
士
は
ご
み
の
中
に
潜
り
込

み
一
命
を
と
り
と
め
ま
し
た
。

　

武
士
は
感
謝
の
涙
を
流
し
何
度

も
礼
拝
し
て
、
名
残
惜
し
気
に
振

り
返
り
な
が
ら
そ
の
場
を
去
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

護
身
地
蔵
は
、
昭
和
４
年
の
石

岡
の
大
火
で
壊
れ
て
し
ま
い
、
現

在
あ
る
の
は
そ
の
後
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
す
が
、
今
も
六
号
国
道
の

脇
か
ら
行
き
か
う
人
々
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は
、
道
具

や
場
所
の
写
真
を
交
え
な
が
ら
石

岡
市
に
伝
わ
る
昔
ば
な
し
を
紹
介

す
る
企
画
展
を
開
催
中
で
す
。

企
画
展

む
か
し
む
か
し
の
物
語

―
石
岡
の
昔
ば
な
し
の
世
界

期
間
／
１
月
31
日
水〜

４
月
30
日
月

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

　
（
総
社
１-

２-

10
）

休
館
日
／
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

　

は
翌
日
）

時の記憶

入
場
無
料
　
人
形
劇

▼
「
人
形
劇
団
木で

く偶
」
を
お
迎
え

　

し
て
人
形
劇
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
家
族
で
見
に
き
て
く
だ

　

さ
い
！
申
込
不
要
。

日
時
／
２
月
17
日
土

　

午
後
２
時
〜
３
時

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

対
象
／
幼
児
・
児
童

内
容
／
①
ぞ
う
さ
ん
と
ハ
ナ

　

②
お
ば
あ
さ
ん
と
小
悪
魔

新
着
図
書
の
お
知
ら
せ

▼
新
着
図
書
の
一
部
を
紹
介
し
ま

　

す
。
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
新
し

　

い
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
一
般
書

・「
日
本
の
伝
統
」
の
正
体　
　

　

藤
井
青
銅
著

こども図書館本の森
　おはなしのへや
▶おはなし玉手箱
　２月３日土
　午前 10時 30分から
▶ひよこのおはなしかい
　２月８日木
　午前 10時 30分から
▶おはなし会
　２月 17 日土
　午前 10時 30分から

中央公民館
▶おはなしフレンズ
　２月 17 日土
※都合により第３週に
　変更となりました
　午後２時 30分から
　すべて 30分程度

図書館つうしん

■問い合わせ　
　中央図書館　☎ 24-1507

２月の休館日：5・12・13・19・22・26 日

・
銀
杏
手
な
ら
い　

西
條
奈
加
著

・
ね
こ
町
駅
前
商
店
街
日
々
便
り

　

柴
田
よ
し
き
著

・
駐
在
日
記　

小
路
幸
也
著

・
道
な
き
未
知　

森
博
嗣
著

・
北
の
空
と
雲
と　

椎
名
誠
著

・
歌
丸
ば
な
し　

桂
歌
丸
著

◎
児
童
書

・
ね
こ
の
町
の
ダ
リ
オ
写
真
館　

　

小
手
鞠
る
い
作

・
お
さ
か
な
ど
ろ
ぼ
う　
　

　

い
し
い
ひ
ろ
し
作
・
絵

・
小
学
校
で
は
学
べ
な
い
一
生
役

　

立
つ
読
書
術　
　

齋
藤
孝
著

・
１
０
０
年
の
木
の
下
で　

　

杉
本
り
え
著

・
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
空
想
科
学

　

読
本　
　

柳
田
理
科
雄
著

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
お
ば
け
ず
か
ん

　

斉
藤
洋
作

赤ちゃんから大人まで
　どなたでも参加できます

▲護身地蔵尊が奉られているお堂

広報いしおか２月１日号　№２９６　　２２　　　　　　　



い
し
お
か
俳
句
同
好
会

若　

宮　

今
川　

武
男

移
り
行
く
月
日
の
早
さ
年
用
意

東
田
中　

川
島　

市
郎

オ
リ
オ
ン
を
仰
い
で
気
づ
く
年
の
暮

若　

松　

城
下　
　

稔

無
位
無
冠
幸
せ
さ
う
な
冬
帽
子

東
光
台　

野
村　

洋
子

忘
れ
物
の
子
に
追
ひ
つ
く
や
息
白
し

東
光
台　

森　

ま
さ
え

良
き
夢
を
見
た
く
て
蒲
団
干
し
に
け
り

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

太　

田　

越
智　

旅
舟

み
な
用
を
持
つ
貌
が
ゆ
く
師
走
か
な

　
　
　
　

宇
治
会　

萩
原　
　

清

寒
空
に
地
蔵
菩
薩
の
泰
然
と

瓦
谷　

石
田　

誠
一
郎

大
銀
杏
冬
木
と
な
り
て
天
を
突
く

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

石
岡
短
歌
同
好
会

南　

台　

田
村　

満
佐

こ
の
広
き
山
紫
水
明
わ
が
郷
土
石

岡
市
か
と
見
下
し
て
ゐ
る

石　

岡　

三
浦
や
す
子

青
空
の
一
日
と
な
り
楽
し
き
は
シ

ル
バ
ー
グ
ル
ー
プ
紅
葉
の
筑
波
路

東
光
台　

内
田
千
代
子

煙
上
げ
蒸
気
を
吹
き
て
鉄
な
り
し

蒸
気
機
関
車
い
き
も
の
と
な
る

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

わ
が
預
金
下
ろ
す
に
行
員
立
ち
替
は

り
使
途
を
た
だ
せ
り
齢
の
ゆ
ゑ
と

　
　
　
　

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

三
年
前
シ
ル
バ
ー
さ
ん
が
播
い
て
く
れ

し
黄
菊
な
ら
む
か
今
朝
咲
き
た
る
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
郷
短
歌
会

山　

崎　

西
口
は
ま
子

街
路
樹
の
色
づ
く
団
地
を
通
り
来

て
秋
の
メ
ド
レ
ー
舞
台
に
歌
ふ

月　

岡　

菱
沼
む
免
子

娘
よ
り
五
年
日
誌
を
贈
ら
れ
き
ひ

た
す
ら
続
け
ん
か
健
康
管
理

片　

野　

小
野
瀬
も
と

着
ぶ
く
れ
の
吾
が
ウ
イ
ン
ド
の
中

に
い
る
お
相
撲
さ
ん
の
様
に
丸
丸

石
岡
俚
謡
会

石　

岡　

石
塚　

芳
華

か
わ
い
い
お
辞
儀
の　

歳
末
募
金

　
　

冬
の
空
気
が　

暖
か
い

若　

松　

川
崎　

洋
子

冬
の
玄
関　

背
筋
を
伸
ば
す

　

母
が
や
さ
し
く　

ポ
ン
と
押
す

国
府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

今
日
も
就
活　

好
印
象
に

　
　

背
筋
伸
ば
し
た　

面
接
日

　
　
　
　

川　

又　

関　
　

清
志

冬
の
木
枯
ら
し　

空
っ
風
強
く

　
　

芽
吹
く
我
慢
の　

糸
柳

下　

林　

加
藤　

弥
生

被
災
家
族
へ　

膝
折
り
見
舞
う

　
　

優
し
お
心　

両
陛
下

国　

府　

篠
原
美
千
代

温ぬ
く

い
炬
燵
と　

テ
レ
ビ
が
あ
れ
ば

　
　

何
も
い
ら
な
い　

冬
ご
も
り

　
　
　
　

国　

府　

大
西　

和
子

師
走
や
り
く
り　

心
の
傷
に

　

柚
子
が
寄
り
添
う　

冬
至
風
呂

杉　

並　

助
川　

浩
史

嘘
を
つ
い
た
日　

怒
っ
た
母
が

　
　

小
さ
い
お
尻
へ　

愛
の
鞭

松
岡　

元
義

黄
金
波
足
元
洗
ふ
銀
杏
の
葉

川
﨑　

夫
久

短
夜
に
手
す
れ
の
辞
書
を
ひ
ざ
に
お

き
読
む
事
も
な
く
し
ば
し
ま
ど
ろ
む

荒
井　

幸
子

夕
刻
の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
包
み
込

む
電
飾
さ
な
が
ら
お
伽
の
世
界

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

君
江

穏
や
か
な
新
年
に
拝
す
初
日
の
出

立
ち
木
の
間
よ
り
粛
々
と
出
ず

文
化
情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！

石
岡
市｢

芸
能
祭｣

が
開
催

　

11
月
26
日
、
中
央
公
民
館
で
第

21
回
石
岡
市
「
芸
能
祭
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

詩
吟
・
民
謡
・
舞
踏
の
愛
好
者

の
皆
さ
ん
に
よ
り
様
々
な
演
目
が

上
演
さ
れ
、
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

文
化
協
会
だ
よ
り

●
石
岡
三
曲
協
会
（
尺
八
部
）

・
尺
八
本
曲
温
習
会

日
時
／
２
月
11
日
日

　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所
／
若
松
町
公
民
館

曲
目
／
紫
鈴
法
・
鹿
の
遠
音
な
ど

問
☎
２
２
・
２
３
２
２
（
内
山
）

●
い
し
お
か
子
ど
も
劇
場

　

子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん
の
人
と

関
わ
り
、
の
び
の
び
と
感
性
豊
か
に

成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
県
内
の
子

ど
も
劇
場
と
一
緒
に
舞
台
鑑
賞
会
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
遊
び
体
験
の
企

画
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
３
月
に
文
化
協
会
主
催
の

「
ま
ち
の
文
化
一
日
体
験
」
で
は
、

ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン
体
験
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ー
ナ
ー
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
遊
び
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の

人
と
ふ
れ
あ
う
ひ
と
時
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

年
齢
を
問
わ
ず
、
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
☎
２
３
・６
４
１
５
（
川
俣
）

文芸いしおか

▲ 70を越える演目を披露

　　　　　　　２３　　広報いしおか２月１日号　№２９６



\ 赤ちゃんの写真を募集中 /
　あなたの家のかわいい赤ちゃんの写真を募
集中です。わが家のアイドルに掲載してみま
せんか？掲載を希望する人は、応募用紙を添
えて秘書広聴課にお申し込みください。電子
メールでも受け付けています。
詳しくはQRコードから。

問 秘書広聴課
　☎ 23-1111（内線 213）

わが家のアイドル

◀妹思いのお姉ちゃ
んとまだまだ泣き虫
だけど笑顔がとても
可愛い妹。いつまで
も姉妹仲良く過ごし
てね。（写真右から）
旭台
安部紬

つ む ぎ

生ちゃん（2
歳７か月）
心
こはる

晴ちゃん（３か月）

平成30年2月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎0299‐23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールshichoushitsu@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。
　　　 環境にやさしい大豆インキを使用しています。

岡
市
に
は
、
筑
波
流
と
呼
ば
れ
る
茅か
や
ぶ葺
き
民
家
が

数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
茅
屋
根
の
葺
き
替

え
技
術
を
継
承
す
る
た
め
に
、
茅か

や
で手

と
呼
ば
れ
る
職
人
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
常
陸
風
土
記
の
丘
。
こ

こ
で
昨
年
３
月
か
ら
新
た
に
働
い
て
い
る
の
は
、
江
戸
達

郎
さ
ん
で
す
。

仕
事
を
始
め
て
、
茅
葺
き
民
家
を
知
っ
た

　

石
岡
生
ま
れ
で
、
小
さ
い
頃
か
ら
お
ま
つ
り
に
親
し
ん

で
育
っ
た
江
戸
さ
ん
。
大
学
進
学
を
き
っ
か
け
に
県
外
へ

出
て
、
卒
業
後
は
営
業
マ
ン
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。

茅
手
の
道
に
入
っ
た
の
は
、
同
じ
町
内
か
ら
お
ま
つ
り
に

出
て
い
た
今
の
職
場
の
上
司
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
正
直
言
う
と
、
茅
葺
き
民
家
は
文
化
財
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
、
こ
の
仕
事
に
就
く
前
は
、
市
内
に
現
役
の
民
家
が

あ
る
と
い
う
こ
と
も
全
く
知
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
」

石
岡
の
お
ま
つ
り
で
教
わ
っ
た
こ
と

　

市
内
の
茅
葺
き
民
家
の
多
く
は
、
江
戸
時
代
に
建
て

ら
れ
た
建
物
。
時
代
ご
と
に
職
人
た
ち
が
、
最
善
の
判

断
を
し
、
修
繕
し
て
き
た
建
物
に
は
、
時
の
流
れ
に
耐

え
得
る
技
術
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
86
歳
の
親
方
・
廣
山
美
佐
雄
さ
ん
、
先
輩
の

渡
辺
大

ま
さ
る
さ
ん
に
付
い
て
現
場
を
回
る
毎
日
。

「
初
め
て
の
現
場
で
、
地
上
で
茅
の
下
ご
し
ら
え
や
掃

除
を
す
る
地
走
り
を
し
た
後
『
い
つ
ま
で
も
下
に
い
た

ん
じ
ゃ
仕
事
を
覚
え
な
い
か
ら
』
と
、
２
軒
目
の
現
場

か
ら
屋
根
に
あ
が
ら
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
」

　

最
初
の
う
ち
は
、
屋
根
の
上
の
掃
除
な
ど
出
来
る
こ

と
を
探
し
な
が
ら
、
仕
事
の
邪
魔
を
し
な
い
よ
う
に
働

く
の
で
精
一
杯
。
し
か
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
な
い
職
人

の
仕
事
に
つ
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
お
ま
つ

り
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
い
い
ま
す
。

　

高
校
生
の
頃
、山
車
の
上
に
い
る
大
人
た
ち
に
憧
れ
、

自
分
も
近
づ
き
た
い
と
練
習
を
し
た
お
囃
子
。こ
の「
教

え
を
請
い
、
体
で
覚
え
る
」
と
い
う
経
験
が
、
親
方
や

先
輩
か
ら
葺
替
え
を
学
ぶ
際
に
生
き
て
い
る
と
話
し
ま

す
。
１
年
か
け
て
一
通
り
の
仕
事
の
流
れ
は
掴
み
ま
し

た
。
し
か
し
屋
根
の
葺
き
替
え
は
、
10
年
、
20
年
経
っ

て
よ
う
や
く
そ
の
真
価
が
分
か
る
仕
事
で
す
。「
こ
れ

か
ら
親
方
の
よ
う
に
信
頼
さ
れ
る
技
術
を
も
っ
た
職
人

に
な
れ
る
よ
う
に
、
教
え
て
も
ら
っ
た
技
術
を
一
つ
一

つ
自
分
の
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

石

\ 巻末連載　     石岡で、はたらくひと　Vol.7 /   

常陸風土記の丘
江戸 達郎さん（27）・渡邊大さん（36）

（写真左から）
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